
令和４年度　学校評価　　（自己評価・学校関係者評価） 養父市立八鹿青渓中学校

主な評価項目・取組内容
各項
評価
Ｒ4

達
成
状
況

学校の取組状況（○･▲）及び改善の方策（※）等 学校関係者評価

1

学校教育目標である「ふるさとを愛し　自らを高め　未来
への道を切り拓く　八鹿青渓っ子の育成」は達成されて
いると思いますか。

A

2

校訓である「貫徹　慎独　創造」の理念は学校教育に生
かされ、達成されていると思いますか。 A

3

「学校教育目標」と「校訓」は保護者や生徒に浸透し、願
いが共有されていると思いますか。

A

4

通信の発行やＨＰによる情報発信、オープンスクール・
授業参観等の開催により、「開かれた学校づくり」が推進
されていると思いますか。

A

5

ＳＳＷやＳＣ、保護者・地域等との堅固な協働体制のも
と、「チーム八鹿青渓」として組織的に学校運営が行わ
れていると思いますか。

A

6

コミュニティスクールとして、地域の核となる学校づくりが
進められていると思いますか。 A

7

風通しの良い、ハラスメントのない職場づくりが推進され
ていると思いますか。 A

8

「勤務時間の適正化」によりワークライフバランスが保た
れ、生徒と関わる時間の確保や自分自身の充実が図ら
れていると思いますか。

C

9

学校行事は生徒の主体性を培う内容・方法で行われて
いると思いますか。 B

10

「確かな学力」の定着を図る教育活動が推進されている
と思いますか。 A

11

授業時数の確保が図られ、教育課程が適正に管理され
ていると思いますか。

A

12

発達段階、教科の特性に応じた学習規律が確立されて
いると思いますか。 A

13

生徒の学ぶ意欲・関心（主体性）は高まっていると思いま
すか。 B

14

ＴＴ（同室複数）指導、少人数指導の運用は適正・効果的
だと思いますか。

A

15

基礎・基本の定着は図られていると思いますか。

A

16

個を伸ばす指導や個への配慮に努めていると思います
か。

B

17

新学習指導要領の移行措置に適切に対応するととも
に、「主体的・対話的で深い学び」からの授業改善に努
めていると思いますか。

A

18

生徒は総合的な学習の時間に意欲的・主体的に取り組
んでいると思いますか。 A

19

食育計画に基づき、組織的・計画的に食育指導が行わ
れていると思いますか。 A

20

小中一貫教育のねらいである「中一ギャップの解消」「学
力向上」「地域の活性化」に沿った取組が行われている
と思いますか。

Ａ

21

小中一貫教育は、組織的・系統的・計画的に推進されて
いると思いますか。 Ｂ

22

小中一貫教育（６年生登校、部会、全体会等）を通して、
校区小学校の教職員や児童への理解が深まっていると
思いますか。

Ａ

23

「そうあん先生の教え」と「そうあんくんの日」の取組は組
織的・系統的に推進されていると思いますか。 Ａ

24

「自己教育力」を促す指導、自律性を高める指導が推進
されていると思いますか。

B

25

当たり前のことが当たり前にできる生徒の育成が図られ
ていると思いますか。

A

26

キャリア教育は生徒の発達や学年の系統性を踏まえた
内容・実践になっていると思いますか。

B

27

生徒が主体的に進路選択・決定ができるような指導がな
されていると思いますか。

Ａ

小
中
一
貫
教
育

Ａ

○小中一貫教育の導入から６年が経過し、八鹿青渓校区のスタイルが確立した。

○「中一ギャップの解消」に成果が見られる。スムーズに中学校生活への移行ができてい

る。

○３回の６年生登校は、小学生にとっても中学生にとっても有意義な機会となっている。

○冬休みに自己有用感を高める意図で行った｢お手伝い大作戦｣が定着した。

▲取組内容を見直し、全体的に小中一貫教育に対する教職員の意識を高めていく必要が

ある。

▲教育目標については､さらに認識を深め、目標のもとで、どんな児童生徒を育てていくの

かを、小・中学校で共通理解していく必要がある。

▲「学力向上」については結果が早急には見えないものであるが、言語活動等の系統的な

指導内容の整理や｢自主学習｣の取組などの方策をさらに具体化する必要がある。

※教育目標を各学校の実態に合わせてしっかりと生徒、教職員に根付かせる。

※オープンスクール週間に６年生登校を予定し、多くの方に見てもらう機会とする。

※各校の学校運営協議会の連携も図りながら、地域連携活動をさらに充実させる。

＜小中一貫教育について＞

・６年生が中学校に登校して授業を受けたり見たり、給食を食べたり、

中学生との交流があり、､安心感ができたと思う。

・６年生の中学校登校の取組は小規模校では特に効果がある。

・いずれのことも八鹿青渓中学校単独で進めるべきものでなく、地域と

関係校の連携が不可欠な取組であり、外部要因が大きく影響する評

価項目と理解している。

・交流により小学校卒業児童がスムーズに中学校生活を始められた

り、地域の偉人である池田草庵先生を身近に感じ、教えの一端に触

れたりするといった活動や成果は地域にも知られており、一定評価が

得られている取組と感じている。

・そうあんくんの日の取組は意義があると思うので、その意味を再確

認して、もっと浸透させるべきである。

キ
ャ
リ
ア
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育

B

○キャリア教育の４観点を学校行事の目標に掲げていることが定着し成果を上げている。

〇「そうあん先生の教え｣の浸透を生徒会を中心となり図ることができ、自立に向け、基本的

生活習慣が身についている生徒、規範意識の高い生徒は育ってきている。

○生徒会活動による「毎月の月間目標」の生徒が主体的に掲示版を作り､より生徒自身が

意識する取組を行った。

〇学年ごとに職業調べ、高校調べ､進路学習等が計画的に行われ、生徒が発表する機会

もあった。主体性を伸ばす良い機会となっている。

〇様々な教育活動がキャリア教育に結びつけている。本校が推進している「地域連携活

動」は、キャリア教育の重要な位置づけとなっている。

○コロナ禍であったが｢トライやる・ウィーク｣を地域の協力で５日間実施することができた。

○外部人材(卒業生や地域人材)の活用を進め、将来に目を向かせる試みができた。

▲さらにキャリアノート・キャリアパスポートの充実、有効活用をしなければならない。

※学校教育全体をキャリア教育の一環として捉え、学校運営協議会と連携しながら各教

科、学活や総合の時間で進めていく。

※生徒が主体的に活動したり、自分たちで考え、工夫して行動したりする力をつけるよう、

学校教育全体の中で生徒が活動する場面を多くつくる。

＜キャリア教育について＞

・自分が取り組んでいることを振り返り、それを将来につなげようとする視点

を持って指導を継続して欲しい。

・生徒が自らの学習活動の過程や成果を振り返ることは重要であるので、行

事などの実施後は、しっかりと振り返りをさせて欲しい。

・まだまだ｢生きる力｣を育てることについて、少し低い評価にはやや問題が

ありそうな気がする。自分で解決できる力こそ､このことこそが必要だと感じ

ている。

・単発的な指導にならず、3年間を見据えた教育が大切だと思う。

・学校だより、PTAだより等でキャリア教育の広報活動をもっと行うように努

めてみてはどうか。学校運営協議会で協力できる部分は多いと思う。

・「自己教育力」に課題があることから、「そうあんくんの日」をうまく活用して

自主・自立へとつなげていけないかと思う。

教
科
等
指
導

Ａ

○小中一貫教育で｢しばふかのわ｣を合言葉に学習指導の見直しを図った。各学年共に落

ち着いた授業ができ、課題に対して確実に取り組む生徒が育っている。

○小中一貫教育｢まなび部会｣の｢自主学習｣の取組が定着し成果を上げている。

〇数学で行っている習熟の程度に応じた指導は効果的である。また、兵庫型学習システム

を運用した英語をはじめ、同室複数指導も効果的であり、生徒からの評価も高い。

○タブレットでの学習アプリ活用を推進など、新たな手法で家庭学習の習慣づくりを進め、

基礎・基本の定着を促している。

〇全職員がＩＣＴの利活用を修得し、授業や休校時のリモート授業、個別の欠席者へのリ

モート授業がスムーズにできた。

〇食育は毎日の給食時に食に関することを放送したり、掲示物を工夫したりして、生徒も興

味を示す取組ができている。

〇コロナ禍が続き感染症予防に対する意識は高い。健康に対する生徒の意識は高く維持

されている。

▲新学習指導要領で求められている「主体的・対話的」な学びのための授業改善が必要。

▲生徒用タブレットの導入を契機に個を伸ばす指導を進めているが、まだまだタブレットの

活用方法に改善の余地がある。

▲保護者アンケートでは、昨年同様に個への配慮、きめ細やかな指導への期待が大きい。

▲基礎学力及び学習習慣の定着において個人差が大きい。家庭学習の習慣に改善の余

地がある。

※引き続き「基礎学力の定着」や「教えて考える授業」を念頭に授業研究を実施する。

※タブレットでの学習も取り入れながら、自学自習の方策を考える。

※今後も授業の開始に「本時の学習目標、学習の流れ」をしっかりと示すなど、生徒の学び

を支援する活動を充実させる。

※新学習指導要領が求めている「主体的・対話的な学び」の実践をめざし、生徒が活動す

る場面をできるだけ多くする。

※個への対応を充実するため、少人数授業、同室複数授業をさらに有効活用する。

※「慎独タイム」の読書活動の充実を図り、その方策を考えて実践する。

＜教科等指導について＞

・授業参観をしたが､ペアワークで男女ともに明るい雰囲気で取り組

み、よく手が挙がっていた。

・一人1台のタブレットが効果的に活用できる生徒の育成に期待する。

・ＩＣＴ機器の活用によって、きめ細かな指導、個に応じた指導ができて

いると感じた。

・理科の実験用具をたくさん準備をしている授業を見て素晴らしいと感

じた。生徒も各用具をしっかりと扱い実験をすることができている。

・生徒各自のタブレット内のことが､みんなが見ることのできるモニター

に映し出されている授業など、新しい試みが見られる。

・兵庫型学習システムによる複数指導体制は、生徒たちにとってはと

ても良いことで、さらに運用を工夫して欲しい。

・英語はＡＬＴの先生との連携の良さが感じられ、ほとんど英語で授業

が進んでいることは素晴らしい。

･教材研究の時間が昨年よりも少し確保できていることを嬉しく思いま

す。それに伴い、生徒にとって楽しい授業を心がけてほしいと思いま

す。

・今年も教科指導について保護者アンケートを見ると「学力を伸ばすた

めにきめ細やかな授業をしているか」という項目について厳しく評価さ

れている。学校の大きな課題だと認識して、より良い授業づくりに努め

ていただきたい。

・生徒たちが自分の意見を言いやすい雰囲気づくりが大切である。

・複数指導での授業、教職員同士で授業参観等を行うなど、お互いに

助言できる体制づくりを今後も進めてほしい。小学校の授業を見るこ

とも良いのではないか。
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Ａ

○学校教育目標は八鹿青渓校区の小中一貫教育の施策として、全小中学校で同じ目標を

掲げている。小中一貫教育は６年目を迎え、取組内容に成果が見られる。

○生徒会から校訓について事ある毎に呼びかけるようなことが増えた。

毎月の｢そうあん先生の教え｣の手作りの掲示版を生徒会が作成して呼びかけた。

○生徒がよく活動する場所を｢貫徹坂｣｢慎独の道｣｢創造の庭｣と命名したことが浸透した。

〇朝読書の時間を｢慎独タイム｣、清掃の時間を｢貫徹タイム｣として学校全体の教育活動で

意識を高めている。

○定期テスト前後に｢創造の日｣として、午後の授業や部活動のない日を設定した。

〇HP、通信、ＰＴＡ広報誌も各地区回覧、オープンスクール等により「開かれた学校づくり」

は概ね進んでいる。ＨＰをリニューアルし、情報発信を強化した。

○小中一貫教育だよりは年３回発行し全戸配布を継続している。

○ＳＳＷとＳＣを交えて定期的に毎週１回の打ち合わせの時間を持ち、連携を図っている。

○学校運営協議会を組織し第二期目３年目となる。コミュニティスクールとしてスタートでき

ている。

○一枚岩体制を強固にするために教職員間の情報の共有（報連相）を工夫して行ってい

る。

○若手教職員に責任を持たせ校務分掌を分担することにより、若手教職員が自分の考え

を発言しやすい環境ができつつある。

○全教職員が「チーム八鹿青渓」を合い言葉として、それぞれの職務を主体的にこなしてい

る。

○部活動指導員(３名）を採用し、顧問の指導の軽減化を図ることができた。

▲「いきいき運動部活動」の推進や定時退勤日の完全実施を核に、勤務時間の適正化を

進めているが、まだまだ多忙感をぬぐえない。業務を改善、効率化する作業や提案が必要

である。

▲定期テスト等の処理にミスがあった。チェック体制に課題があり確立すべきである。

▲コミュニティスクールとしての学校の周知と地域・外部人材の有効な活用に課題がある。

▲ＩＣＴ機器活用能力をさらに高め、全ての教育活動に有効な手段とする。

※コミュニティスクール３年目として、さらに地域人材を活用して具体的な取組を考える。

※学年組織で支え合う体制をより一層、整えていくことで、生徒や保護者に信頼される学級

経営が推進できる。

※教育方針を一層明確化し、「チーム八鹿青渓」の体制強化のもと、地域や保護者の協力

を得ながら学校運営を推進していく。

※勤務時間の適正化は、さらに業務改善を図り、教職員が生徒と向き合う時間を確保して

いく。

＜教育目標・開かれた学校・職場づくり等について＞

・校訓は学校だより、ホームページ、学校要覧、各会議などでよく発信

されて浸透し、教師、生徒、保護者等の校訓に対する意識も高い。

・学校教育目標が概ね達成できていることは大変素晴らしい。

・学校だより等で目指そうとしているものや生徒たちの様子がしっかり

と発信できていると思う。

・地域での大きな行事であった養父市の名草神社本殿･拝殿の修復

完成を記念したイベントに子どもたちの参加がなかった。貴重な機会

で大変残念であった。

・地区のクリーン作戦や防災訓練に中学生が参加することは、地域で

子どもを見守る力に繋がる。

・地区運動会での手伝い、地域の一員として頑張っていた。生徒の豊

かな成長のためにも地域の一員としての役割を持たせることも大切。

・業務改善､効率化と共に先生の意識改革も必要だと思う。部活動指

導員を配置していることは良いことだと考える。

・保護者、生徒、職員、地域共に信頼される学校運営ができている。

成績処理などは、ミスがあってはならないことで、チェック体制をしっか

りとして欲しい。

・学校運営協議会を活性化し、コミュニティスクール推進が望まれる。

・｢生徒と関わる時間の確保や自分自身の充実が図られています

か。｣と自己評価が今年度もＣであるのは、昨年同様、先生がこれらの

時間を作れないことへの満たされない気持ちの表れと思います。

・子どもたちの学びを支える環境は、本来働き方が改善されていく中

で充実していくと思う。

・ＰＴＡ活動については多くの教職員に手助けしていただいている。電

話対応や職場（職員室）の雰囲気が良いことは、来校した際にも感じ

る。

１ 【学校経営の理念】

●教育目標「ふるさとを愛し 自らを高め 未来への道を切り拓く 八鹿青渓っ子の育成」

●校 訓 「貫徹 慎独 創造」

●校 是 「和」

２ 【 本年度の教育の重点課題 】

＜各項評価について＞

Ａ・・・自己評価において達成率が７５％以上

Ｂ・・・自己評価において達成率が６０％以上、７５％未満

Ｃ・・・自己評価において達成率が６０％未満

＜学校の取組状況及び改善の方策等について＞

○・・・成果

▲・・・課題、改善点

※・・・改善の方策等

＜めざす学校像＞

○学ぶ楽しさを感じる学校
・学習環境の整備

・授業規律の確立

・小中一貫教育の推進

○やる気と活気にあふれる学校

・自尊感情、自己有用感の育成

・多様な学びの実施

・個に応じた指導の充実

○信頼され、安心・安全な学校

・危機管理体制の充実

・保護者、地域との連携の強化

・相談体制の充実

（生徒・保護者・学校）

＜めざす生徒像＞

○「貫徹」

困難に負けず粘り強くやり抜く生徒

・活力ある行動力の育成

・健やかな身体づくり

・地域貢献の実践

○「慎独」

こころ豊かで思いやりのある生徒

・人権尊重と慎独の精神の育成

・道徳的実践力の習得

・郷土愛の育成

○「創造」

自ら学び個性を伸ばす生徒

・主体的な学びと確かな学力の向上

・豊かな表現力の育成

・地域文化の学びと継承

＜めざす教職員像＞

○信頼される教職員
・高い使命感、倫理観、授業力

・誠実かつ迅速な行動

・生徒への共感的理解

○教育愛に燃える教職員

・学び続ける教職員

・高めあい協働する教職員

・師弟同行：生徒と向き合い、

生徒と共に汗を流し歩む教職員

○研修に励む教師

・教えるプロとしての資質能力

と指導力を高める教職員

２【 本年度の教育の重点課題 】２ 【 本年度の教育の重点課題 】
１）自立して未来に挑戦する態度の育成

○校訓の理念を活かした教育活動の推進 ・校訓の理念を互いに共有する取組の実践 （「貫徹坂」・「慎独の道」・「創造の庭」で心を育む取組等）

○「当たり前のことが当たり前にできる生徒」の育成を図る。 ・基本的な礼節、全力清掃、時間励行等

○主体的活動と「自己教育力」を促し、自立心を高める。 ・生徒会活動、学年・学級活動、部活動における主体的活動、自治的活動の推進

２）「生きる力」を育む教育の推進

○「確かな学力」の育成 ・「主体的・対話的で深い学び」となる授業の創造 ・情報活用能力の育成、ＩＣＴを活用した学習指導の充実

・授業規律（返事、ハキハキとした発言等）の徹底

○「豊かな心」の育成 ・心に響く道徳科での学び、命の尊厳や人権尊重の精神、規 範意識を高める教育の推進

・兵庫の防災教育、国際理解教育、伝統・文化活動、福祉活動の充実 ・やぶふるさとキャリア教育、兵庫型体験教育の充実

○健やかな体の育成

・体育科授業や部活動を中心とした体力・運動能力の向上 ・保健指導・性教育、新型コロナ感染症対応の充実 ・栄養教諭や家庭と連携した食

育の推進

○特別支援教育の充実 ・特別支援学級、通級指導の充実 ○小中一貫教育の推進 ・９年間の学びの連続性を意識した教育の推進

３）子どもたちの学びを支える環境の充実

○学校の組織力の強化と生徒指導の充実 ・生徒会や学級での人間的ふれあいによる指導 ・風通しの良い職場環境づくり、共通理解・共通実践

の徹底

・いじめ、問題行動、不登校などの未然防止、早期発見、対応 ・ネットメディア利用についてのルール作りと指導の徹底

・関係機関との連携の強化（教職員、ＳＣ、ＳＳＷ、保護者、地域も含めて）



主な評価項目・取組内容
各項
評価
Ｒ4

達
成
状
況

学校の取組状況（○･▲）及び改善の方策（※）等 学校関係者評価

28

インクルーシブ教育システムの構築に向けて、施設や設
備の整備、教材や指導体制等の工夫が図られていると
思いますか。

A

29

校内教育支援委員会のもと、個別の指導計画・教育支
援計画が作成され、全職員の共通理解のもと、個に応じ
た指導・支援が組織的に行われていると思いますか。

A

30

生徒や保護者との合意形成のもと、小中・中高の「支援
の引継ぎ」が組織的・継続的に行われていると思います
か。

A

31

「豊かな心」の育成を図る教育活動が推進されていると
思いますか。

A

32

自他の生命を尊重する態度は育ちつつあると思います
か。

A

33

「教科書」をはじめ「兵庫版道徳教育副読本」が効果的
に活用されていると思いますか。

B

34

道徳の評価を行うにあたり、学年職員で協力して評価内
容・方法の検討を行ったり、共通実践を行ったりしていま
すか。

A

35

ネットいじめやＤＶ、多文化共生、男女共生、性的マイノ
リティなどの人権課題をとりあげ、校内研修を行うなど、
人権尊重の精神涵養に向けた取り組みが進められてい
ると思いますか。

B

36

防災教育など、健康・安全に対する指導は、的確に行わ
れていると思いますか。

Ｂ

37

生徒の自治性や主体性を引き出す生徒会活動が行わ
れていると思いますか。

B

38

専門委員会の活動は継続的・発展的に行われていると
思いますか。

A

39

互いに高めあおうとする集団になりつつあると思います
か。

A

40

部活動を通して生涯学習・スポーツの基礎となる豊かな
心やたくましい体が育っていると思いますか。

A

41

一人一人が生かされる学級づくりができつつあると思い
ますか。

A

42

規範意識の育成に努めていると思いますか。

A

43

いじめの積極的認知や生徒指導に係る情報交換が行わ
れ、安心・安全な学校づくりが進められていると思います
か。

A

44

i-チェックや生活アンケート、いじめアンケート等による実
態把握や教育相談等を通して、生徒理解を深める工夫
がされていると思いますか。

A

45

生徒指導の三機能（自己決定の場を与える、自己存在
感を与える、共感的人間関係を育成する）を意識した指
導を行っていると思いますか。

B

46

家庭と連携した指導がとれていると思いますか。

A

47

指導に対する教職員間の共通理解、「報連相」は十分に
できていると思いますか。

A

48

職員研修の推進方法・内容は現状でよいと思いますか。

A

49

兵庫県資質向上指標に基づきながら、「確かな学力」を
育成できる教師として常に教材研究や修養に努めてい
ると思いますか。

Ｂ

50

指導力向上、学力向上に向け、授業参観や助言を行う
など、互いの力量を高める努力を行っていると思います
か。

A

生
徒
指
導

Ａ

〇生徒指導提要の改定の趣旨を踏まえた指導を行っている。

○生徒指導の３機能を事ある毎に意識しながら、生徒指導事案には組織的に対応できて

いる。

○小中一貫教育での｢5つの力点｣（あいさつ・返事をする.履き物を揃える。等）を示し、校区

全体で粘り強く指導を継続している。

○規範意識が高く、規則を守り、落ち着いた生活ができる生徒が大半である。

○「チーム八鹿青渓」を意識し、職員間（ＳＣ･ＳＳＷを含む）の情報交換は概ねよくできた。

〇いじめアンケート（毎月1回）やスマイルチェックなどは効果的に活用が図られている。

○いじめの積極的認知が進み、生徒が安心・安全で過ごせる環境づくりは進んでいる。

○生徒の意見を取り入れて改訂した「養父市こどもＳＮＳルール」を指導にいかしている。

▲情報通信機器を用いたトラブルが今年も発生している。生徒への粘り強い指導と家庭と

連携した取組が必要である。

▲自尊感情が低く、良好な人間関係づくりが築けない生徒への支援が必要である。

▲生徒アンケートによると学校へ行くことが楽しいと思わない生徒の割合が多い。早急に手

を打つ必要がある。

▲様々なアンケートや調査については、しっかりと時間を確保して分析し、学級全体や各個

人に対して具体的にアプローチをする必要がある。

▲生徒の「聞く姿勢」の指導や下校後の教室環境整備など、統一した取組を行う必要があ

る。

※生徒がより安心・安全に生活できる学校づくりを進めるために、生徒指導体制の一層の

充実を図る。

※ＳＮＳ対策が喫緊の課題となっている。教員の研修と家庭への啓発活動を充実させる。

※いじめの積極的認知については引き続き取り組む。

※ＳＣ･ＳＳＷとの連携を深め、生徒支援のみならず、家庭支援の体制を強化する。

＜生徒指導について＞

・生徒指導に懇切丁寧に対応しているかが分かる。一番大切なことな

ので、今後も引き続きお願いしたい。

・学年が上がるにつれて不登校生徒が減っていることは素晴らしいこ

とである。引き続きそのような対応をお願いしたい。。

・｢学校でいじめのない学校生活を送っていると思いますか。｣の問い

に、各学年に評価１のクラスがあるのが今年も気になります。この質

問は学校全体の平均値を出すことになじまないと思う。

・｢楽しく充実した学校生活を過ごしていると思われるか。と、｢生徒た

ちに思いやりの心や優しさを育てていると思われるか。｣に大勢の生

徒は｢そう思う｣と答えていますが、｢そう思わない。｣と感じている生徒

が一定数いることが気になります。

・学校へ行くことが楽しいと積極的に思わない生徒が､24％もいること

に驚きます。

・いじめの認知件数は多いが、教職員がしっかりと目をそちらに向け

ている証拠である。

・ＳＮＳを取り巻く問題は年々、広がっている。ＳＮＳについて講師を招

いて講演会を開くなど、学校だけでなく、関係機関と連携した対応が必

要である。

・不審者対応への対策が今後必要であると考えます。

・交通安全指導については､小学校とも連携して指導して行くことを考

えましょう。協力できることは協力していきたい。

研
修
・
資
質
向
上

Ａ

○全教員がＩＣＴ活用能力を高めるための研究授業、授業公開を精力的に行い、自らの授

業を見つめる機会となった。タブレット活用における研修も臨時に行った。

○体罰事案など事例に基づいた研修を取り入れ、実践的な研修となった。

○道徳をはじめ、学校安全、特別支援教育、救急体制等の研修が予定どおり実施できた。

〇授業公開、総合的な学習の発表会を積極的に行うことができた。

▲学習の基盤となる資質・能力等の育成のため、各教科横断的に研修をさらに進め、授業

づくりへの工夫を行う必要がある。

▲新学習指導要領実施における指導内容や評価についての継続的な研修が必要。

※学校全体が概ね落ち着いており、授業力を向上させる絶好の時期だと認識し、授業改善

を進める。

※学校の課題、必要性を明らかにし、それに応じた研修を行う。

※学校安全について、全教職員で共通認識をもって取り組んでいく。

＜職員研修・教職員の育成・資質の向上・その他について＞

・授業参観でＩＣＴ機器の活用が多く見られ、日頃から研修されている

ことがよく分かりました。・保護者アンケートと生徒アンケートにおい

て、親と子どもが同じように感じている課題がある項目については、そ

のことに対する研修を行うなど、改善していくべきである。

・日々時代は変化しています。生徒の意見をしっかりと受け止め、返し

ていく教職員の力量、指導力が必要である。そのための研修をお願い

したい。

・生徒だけでなく、教職員も社会活動に積極的に参加し、自分を見つ

め、自分の考えを広げていくことが必要である。

特
別
支
援
教
育
・
道
徳
教
育
・
人
権
教
育
・
課
題
教
育

A

○校内の点字表示やエレベーターの活用等、施設や設備の整備ができている。

○インクルーシブ教育に向けての校内研修を進めることができた。教室の環境整備や授業

で使用するチョークの色などにも配慮している。

○特別支援コーディネーターを中心にして、個別の指導計画や教育支援計画､サポートファ

イルの共通理解を図ることができた。より使いやすいように改善を進めた。

○道徳では拉致問題に積極的に取り組むなど、具体的な試みが成果につながった。

○本校に通級指導担当教員が配置され、他の職員との連携をより深めることができた。特

別支援コーディネーターの調整により、充実した指導となっている。

○慎独タイム（朝読書）に養父市人権作文集「なかま」を読む時間を設定し､人権意識を高

めている。

○講師を招きデジタルシティズンシップ教育を実施することができた。

○昨年度、兵庫県の気象災害モデル校として取り入れた防災教育のカリキュラムを継続実

施することができた。

▲ＳＮＳ使用における課題が相変わらず多い。校区のＳＮＳルールなどを示しながら指導を

粘り強く進める必要がある。この課題の解消については、ＰＴＡと連携した取組を進める必

要がある。

▲特別な配慮が必要な生徒については、年度当初だけでなく、サポートファイルの見直しや

小学校との連携を適宜速やかに行い、目標に向けた取組ができる体制を整えたい。

▲「個別の教育支援計画」「個別の指導計画」をさらに有効に活用していく必要がある。

▲小学校から中学校へ、中学校から小学校へ、「支援の引継ぎ」の内容や方法、時期等に

ついて全職員が理解しておく必要がある。

※通級指導で行われている内容についての教職員の関心をさらに高める。

※人権作文集「なかま」を慎独タイムの時間に読むことを継続する。

※外部人材を招いた人権に関する研修を行う。

※兵庫版道徳教育副読本を保護者や地域の方に知ってもらう機会を増やすなど、道徳の

指導内容への理解を深める。

＜特別支援教育・道徳教育・人権教育・課題教育について＞

・生徒においては道徳を元にした行動の変化が見られているのではな

いかと今年も読み取れました。今後も時間を惜しまないで教育に当

たって欲しい。

・道徳が教科化されました。より重要視されるということである。しっか

りとした道徳教育を行ってほしい。

・特別な支援を要する生徒が増えてきていると聞いています。その子

を理解して学級づくりをしていくことが大切である。

・人権作文集「なかま」を学校での読書に取り入れていることは、継続

して欲しい。

・あいさつや清掃などの基本的な行動様式はしっかりと身に付いてる

と感じます。

・引き続き、新型コロナ感染には、学校でも注意していただき、教師生

徒が感染しないようにお願いしたい。

・健康、安全、防災に対しての生徒の対応は、大変良い評価だと思え

ます。自分で考え、自分で判断できる力を養っておくべきだと考える。

・コロナ禍のため各地区の行事が軒並み取りやめになったり、地区内

の付交流も十分にできていない。そのような状況で､心が不安定な子

どもたちもいると思う。そういった子に何らかの形で、光を当ててやっ

ていただきたい。

・地域で行う防災避難訓練に中学生が参加することは継続して欲し

い。素晴らしい取組である。

・過去、校区内の農道で帰宅途中の女子高生が車にはねられ死亡す

る事故があった。日頃から十分指導していただいていると思うが、､子

どもの命にかかわることは繰り返し指導していただきたい。

学
級
活
動
・
生
徒
会
・
部
活
動

A

○「八鹿青渓の日」｢ヒマワリの絆プロジェクト」などの具体的な取組が生徒会から提案され

実施することができた。

○生徒会が定めた月間目標の振り返りを、毎月の生活アンケートの項目に取り入れたこと

が定着した。

○生徒会活動には積極的に取り組む生徒が多い。専門委員会への所属意識が高く、責任

を持って自分の任務に取り組んでいる。

○学年目標や学級目標を常に意識させ、生徒の成長を促す工夫が見られた。自己有用感

のある学級づくりに向け担任は仕掛けや工夫を凝らしている。

〇学年の中で、前に出てくる積極的な生徒が増えてきたように思う。

○いきいき運動部活動のもと、部活動を生徒たちの生活の柱に位置付いている。その趣旨

を顧問も生徒も理解し、成果を上げている。

▲与えられた仕事は着実に実践するが、自ら考えて動く力はまだ物足りない面がある。

▲専門委員会において、生徒の主体性も見られるが、まだまだ教師主導のことが多い。

※生徒会活動の一層の充実を図るため、日常生活の中で生徒が主体的に活動する場面を

できるだけ多くつくる。

※学級は生徒にとって生活・学習の場であるだけでなく、「心の居場所」であるという意識の

もと、「自尊感情」や「帰属意識」を高める取組を工夫する。

※学級レクリーエーションなどの学級独自の活動をカリキュラムに取り入れる。

＜学級活動・生徒会活動・部活動について＞

・教室の掲示物に工夫が凝らされている。学級経営に努力されている

ことが読み取れる。

･学校行事が充実して楽しいという生徒が生徒アンケートで93％もいる

のがとても嬉しい。

・昨年と同じように、廊下に掲げてあった生徒会の呼びかけを見て、生

徒も大変だと思いました。一方で、普段授業中の様子が見えた気がす

る。

・各活動から、明るく男女の仲がよい。教師と生徒の一体感がある。

生徒の笑顔が大変良いと感じた。

・部活動で学ぶことは多い。部活動の活躍が地域にもたくさん届いた1

年でした。

・部活動に所属しない生徒の帰宅後の過ごし方が気になります。部活

動指導員の配置は良い試みであると考えます。部活動運営に協力で

きるところがあればしていきたい。


